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5〈近〉 「むろの」 、 〈蓬・静〉 「無
ム漏ロの」 。
6〈近〉 「やしまへ」 、 〈蓬・静〉 「屋
ヤ島シマ
へ」 。


























13〈近〉 「をのこうへ人にて」 、 〈蓬〉 「男
ヲトコシヤウニン




〈近〉 「おはすにこそと」 、 〈蓬・静〉 「おはするにこそと」 。
15〈近〉 「おとゝ」 。








「三ゐのつほねを」 、 〈蓬〉 「三位局
ツホネ
を」 、 〈静〉 「三位
ミノツホネ
局を」 。

















21〈近〉 「ほのかに」 、 〈蓬・静 ほの」 。
22〈近〉 「きさきを」 。
23〈近〉 「奉り」 、 〈蓬〉 「奉















28〈近〉 「あひおもひの」 、 〈蓬〉 「相
アイヲモフ






























































45〈近〉 「まいりて申てみむとて」 、 〈蓬〉 「参て申てみむと」 、 〈静〉 「参て申てみんと」 。
46〈近〉 「うちゑみたまひて」 、 〈蓬・静〉 「うちわらひ給て」 。
47〈近〉 「三ゐのつほねを」 、 〈蓬〉 「三位局
ツホネ
を」 、 〈静〉 「三位の局を」 。
48〈蓬・静〉 「あれへ」 。





51〈近〉 「わりなき」 、 〈蓬〉 「理
ことはり
なき」 。
52〈近〉 「おはします」 、 〈蓬〉 「御
マシ
座マス




しまさむも」 、 〈蓬〉 「いらせおはしまさんも」 、 〈静〉 「おはしまさんも」 。
54〈近〉 「おほすはかり」として、 「ほ」の右下に別筆で「しめ」と記す。







59〈近〉 「はからひ申けれは」 、 〈蓬〉 「計
ハカリ
申けれは」 、 〈静〉 「計申けれは」 。
60〈近〉 「は」なし。
61〈近〉 「や
うや」 、 〈蓬・静〉 「例
タメシ
や」 。













68〈近〉 「めをさけし」 、 〈蓬〉 「妻
ツマ



















成憲を名乗っていたが、平治の乱以後成範と改めた。平治の乱当時は正四位下で播磨守・左中将を兼任していた。乱によって解官されたが、翌永暦元年（一一六〇）には召還され 本位に復し、以後参議、権中納言、民部卿を経て寿永二年（一一八三）には正二位中納言に至る。清盛娘と成範との婚姻は、 『明月記』に「成範卿旧妻」 （寛喜元年〔一二二九〕七月二十八日条）と記されるほか、 『愚管抄』も「当時ノ妻ノキノ二位ガ腹ナルシゲノリヲ清盛ガムコニナシテケルナリ」 （巻
五）とし、 『平治物語』でも成範を清盛の婿とする。 〈四・
闘・長・南〉


















記し が、成 は、乱後の平治元 十二月十日に解官、 十三日に下野国の歌枕としても著名な室 八島に流罪されてい 特に、流された折の成範の歌「わがためにありけるものを東路 室 やしま たえぬ思ひは」は、 『平治物語』一類本以下の諸本や、 『続詞花集』 ・ 『今撰集』 ・ 『今鏡』 ・ 『治承三十六人歌合』 ・ 『宝物集』 ・宴曲「
?
旅」にも









正月に二条天皇の蔵人頭に補任され、同年七月には従三位に叙せられている。仁安三年（一一六八）に権中納言、治承二年（一一七八）には言仁親王（後の安徳天皇）の東宮権大夫、ついで大夫に就任。翌年の政変では後白河院側近として解官されたが翌年には許され、養和元年（一一八一）には建礼門院別当、権大納言と、平氏政権下で順調な昇進を遂げている。同年源義仲によって出仕を停止 翌年に辞任、文治元年（一 八五）に本座 復し、右大将、内大臣を経て建久元年（一一九〇）には右大臣、同九年正月に従一位に叙せられ 十一月十四日に左大臣に転じた。成範との結婚が破談となった清盛の娘が兼雅と結婚した年は、彼らの子の忠経が、承安三年（ 一七三）生まれであることから、承安頃 七 ～）かと考えられていた（ 〈延全注釈〉巻一
―
一八〇頁） 。しかし『顕広王記』仁安二年（一一六七）

























五六二頁） がある （岡田三津子） 。





































時以来、兼雅は、心を寄せてきたのだという。その時、北の方は、宮中の女房であったというような設定か。ある は、事情は分からないが、成範の北の方が参内していた時に、兼雅が見かけたというの 。いずれにしても、成範の北の方が、まだ幼女であった時という設定ではな 。 〈盛〉が 他本 ように、清盛の娘が八歳の時であったとか、その娘と成範との婚約が、平治の乱により破談となったということを記さないのは、こうした〈盛〉の設定そ ものと深く関わろう。なお、 「夙見タリシ」には、例えば 『伊勢物語』の初段に見る「かいまみ」 （古典集成一三頁）や、 九十九段に見る「下簾よりほの に見」 （同一一六頁）などの場面が想起されるように 王朝文学のモチーフ 影響が看取されよう。 　
〇男ノ習ハ后ヲモ奉盗、国ノ騒トモ成ゾカシ
　
『完訳源平盛衰記一』は、 「男の習性では后を盗んだりするが、それでは国が混乱することになるであろう」 （五五頁）と解するが、 ここは、「男の習いと言うものは、たとえ相手が后であっても盗み申して、国の騒ぎとも成ることであるよ」の意か。 〈蓬・静〉 「闇 」 （校異
24）騒ぎとするが、ここは先の解からしても、 「国の」騒ぎが良かろ











ここは兄弟愛以上のものを言うのであろう。 「相思ノ情」 の類例として、次の〈長〉の用例が該当する。 「わたる左衛門にあひなれて、ことしは三とせになりぬれども、あひ思が情も更になし」 （
2―
二〇八頁） 。
文覚に関係を迫られた渡左衛門の妻が、夫と連れ添って、今年は三年になるけれど、相思相愛の思いは全くな と偽って、この後 文覚に夫の殺害を依頼するくだりである。こ ように 「相思ノ情」とは、男女間 相思相愛の思いを言う だが、ここは、兼雅と成範とが、兄弟の関係以上に、男同士の相思相愛の関係 すなわち男色関係 あたことを言う だろう。そうした関係が、この後 、 譲りという行動に結びつくのだろう。 　
〇縦ヒ我思ノ女也トモ、所望セバ慰ベシ
　














































意となるか。但し、底本を初め、 〈近・蓬・静〉はいずれも、 「見たりけり」 あ ことからも、 ここは 日国大〉の「みる」の項に引く「目にとめてこれこれだ 思 。物事 こうだと判断する」 （
12―
八六七
頁）の意か。 「馬足浮バ手縄ヲスクフテ游ガセヨ。我等渡スト見ルナラバ、敵矢ブスマヲ作テ射ンズラム （ 〈延〉巻四
―
五九ウ） 。とすれ




































































ることになる。兼雅をその罪から逃れさせるためにも、我が願いを聞き届けて欲しいと、成範は北 方を説得する。次に引く〈長〉の、通盛の求婚に冷淡な小宰相への女院の説得にも、同様な考え方が見られる。 「あまりに人の心つよきも、身 あだとなりぬるものを。この世には、親り をきをにと りて、身 いたづらに し、ひとりなさけなき事にあた 、のちの世までもさはりとなりて、世々に身をはなれぬとこそきけ。人をも身をも、をに なしてなにかはせん。繋念無量劫とかやもつみふかし」 （
4―
七四頁） 。他に、舞曲『大織冠』等にも



























































































田彰①六〇～六一頁） 。朱明の弟が、親の財産を独占し、朱明も異議を唱えないことを聞いた妻が、弟を殺そうとす 。その を聞いた明は妻を離縁するが、この話を大王が聞き、朱明を褒賞したとする。同話は、船橋本『孝子伝』 ・陽明本『孝子伝』 （黒田彰②） 他、 『釈門秘鑰』 （阿部泰郎）等に見える（黒田彰③） 。 「朱明
ハ、兄弟二人、父








































の様子を見てい 。 すると管寧は、 席を割い 座り場所を別にして、 「君は私 友ではない」と言った。さらに続いて、管寧と華
・
原と
は一緒に遊学し大変仲も良かったので、時の人は、一つの龍と称したことを記す。 〈盛〉に見る逸話は、その内の前半部に引用した話。類話未詳。なお、 『蒙求和歌』は、後半部の「管寧割席」の逸話を記す（ 『附音増広古注蒙求・蒙求和歌』 三三八頁。 中文出版社一九七九・
10） 。



























































































































































































1〈近〉 「しげのり」 、 〈蓬〉 「成
ナリ
範ノリ








の」 、 〈静〉 「花山院の」 。

























〈盛〉の記事が史実とすれば、 「恐らく彼女は、建暦二年（一二一二）十月に竣工した最後の紫宸殿の障子に絵を描いたのであろう」 （一六九頁）と推測する。以下、基実北の方の琵琶・隆房北の方 琴・基通北の方の歌 、建礼門院を除く娘それぞれに、特技が配されている。おそらくこれらの記事は、清盛女の優れた資質を賞賛するための虚構と見るべきであろう。女性の絵の名手としては、 『源氏物語』 「絵合」で「斎宮の女御（秋好中宮） 」が「いとをかしう描かせたまひければ」と設定されているほか、 『栄花物語』で藤原教通女歓子について、 「琵琶弾かせ（給） 、絵などいとめでたくかゝせ給。男絵など、絵師恥しうかゝせ給。故
しうおかしうおはします。御かたちもいとをかし
げなり。愛敬づきふくらかに、さゝやかにぞおは ましける。 」 （巻三十六 「根あはせ」 。旧大系下
―
四四三頁） と記されている例がある。
後掲「琴ノ上手」項参照。なお、 〈長〉では、描かれていたのは「花山院の公卿の座のしやうじ」であったとする。花山院は康平四年八月二日に再建上棟（ 『百練抄』 ）されたもの。 「花山院、新大納言〈家忠卿〉被
二居住
一也」 （ 『中右記』嘉保元年五月二日条）とあるように、嘉





一」 （ 『山槐記』 同日条） とあり、 客亭＝公卿の座の位置が分かる。











6〈近〉 「みめも」 、 〈蓬・静〉 「御みめも」 。
7〈近〉 「い
つくし」 、 〈蓬〉 「厳
ウツク
しく」 、 〈静〉 「厳
イツク
しく」 。
8〈近〉 「さたかすしんわうの」 、 〈蓬〉 「貞
サタ
数カス







10〈近〉 「御をうしかたのおきなの」 、 〈蓬〉 「御伯
ヲ父チかたの翁
ヲキナ












」 、 〈蓬〉 「時
トキ
ト々キ










































に 「氏の中に、 親王うまれ給へりけり。 御産屋に…」 しか記さない 〈長〉だろう。 〈盛〉 の場合は、 初めに「貞員親王」と明らかになっているし、「生給ヘル御ウブヤニテ」と説明されている訳だから、特にこうした注釈的な記事は必要とされないだろう。それに対して、 〈長〉の場合は、 『伊勢物語』と同じく、 「御子むまれ給へり」としか記さないため、





























































































































































































7〈近〉 「さうしんしたりける」 、 〈蓬〉 「造
サウ
進シン














9〈近〉 「しやたんのうへにて」 、 〈蓬〉 「社
シヤ
壇タン





10〈近〉 「かみあひて」 、 〈蓬〉 「噬
カミ
合アヒ




11〈近〉 「大ゆかより」 、 〈蓬〉 「犬
イヌ
床トコ
より」 、 〈静〉 「犬床
トコ
より」 。
12〈近〉 「まこ」 、 〈蓬〉
「孫
マコ
」 、 〈静〉 「孫
ソン
」 。
13〈近〉 「かやのきを」 、 〈蓬〉 「栢
カヘ
木ノキ
を」 、 〈静〉 「栢
カヘノ
木を」 。






18〈近〉 「きんりんの」 、 〈蓬〉 「近
チカ
隣トリ
の」 、 〈静〉 「近
キン
隣リン
の」 。 〈蓬〉の訓は、 「チカトナリ」
の誤りか。 〈長〉 「ちかあたりには」 （
1―
三五頁） 。





20〈近〉 「もて」 、 〈蓬・静〉 「もつて」 。
21
〈近〉 つなきたれは」 、 〈蓬 繋
ツナカレ
















トギス」と鳴くことは、 『俊頼髄脳』 「四五月にきて、時鳥こそ、時鳥こそ、と呼びあり なり」 （日本古典文学全集『歌論集』一五二頁）『雀さうし』 「ほとゝぎす来りて…まづ、物をしる事、よものしゆじやうの、たをつくる事、我等が、さいそくつかまつるにより こうさくをいそぎ候へばこそ、ほにはつかせ給ことにて、そのゆへは、我等がさへづるを、みな
のみゝには、ほとゝぎす
と、きゝたまへど










治の別業（のちの平等院）の中門か。 〈長〉 「又円心と申けるゑしが、宇治のくはんぱく殿中門、法城寺の後戸に書たりけるには りこそ」（
1―
三四頁） 。 「宇治の別業の中門や、法成寺の後戸に書いた鶏の絵
















二二六頁） 。 『紀氏系図』 （群書五
―














（一〇五七）没（ 『初例抄』 ） 。康尚の弟子で子とも考えられ、法成寺の大日如来像他を造った賞として藤原道長から法橋位を与えられ、仏師の僧綱補任の最初とな （水野敬三郎四八～五四頁） 。このこ は、『栄華物語』一七、 『中外抄』上
―
八一などにも記される。宇治平等院






















三四頁） 。 「啖 　
クラフ、ハム、イ












十一月二十七日条） 。 「定朝七代ノ孫」につ ては確認できないが、世代的には「七代ノ」とする点に問題はない。 〈長〉は「証賢法橋」 （
1
―




栢を、 〈近〉は「かや」 、 〈蓬・静〉は「か
へ」と訓む（ 〈校異〉
13参照） 。 〈長〉 「柏木」 。 「栢」は「柏」の異体字



























頁「上古」参照。但し、 〈盛〉の場合、 「上古 の中に、清盛の娘と同時代の院賢を含むことになるため、問題があろう。なお、 〈長〉には、当該部分、次のようにある。 「かれは上古なり。末代ふしぎなりし事どもなり」 （
1―
三五頁） 。上古には、そのような奇瑞はありえても、




































































































































































2〈近〉 「よしの山を」 、 〈蓬〉 「芳野山を」 、 〈静〉 「芳
ヨシ
野ノ山を」 。
3〈近〉 「むろの」 、 〈蓬・静〉 無
ム漏ロの」 。






をたてゝ」 、 〈蓬・静〉 「屋をたてゝ」 。
8〈近〉 「ひくちまちのさくらまちと」 、 〈蓬〉 「樋
ヒクチマチ






10〈近〉 「さくらまちとも」 、 〈蓬〉 「さくら待
マチ












に」 、 〈静〉 「天照太神に」 。





〈近〉 「ちわやふる」 、 〈蓬〉 「千はや振」 、 〈静〉 「ちはやふる」 。













19〈近〉 「さきちる」 、 〈蓬〉 「発
ヒラキ




20〈近〉 「のこりあり」 、 〈蓬〉 「遺
ノコリ
あり」 、 〈静〉 「遺
ナコリ
あり」 。




22〈近〉 「さくらまちの」 、 〈蓬〉 「桜本
モト
の」 、 〈静〉 「桜本の」 。
23〈近〉 「おほ
せける」 、 〈蓬〉 「仰
ヲヽセ














「勅書桜町ノ中納言トゾ仰ケリ」まで、 「桜町中納言」という通称の由来譚。 〈闘〉は本話を欠く。清盛の娘とは無関係な「桜町中納言」の由来譚が記される不自然さについては、岩瀬博、 〈全注釈〉 （上
―
八二
～八三頁） 他が指摘する。その背景として山下宏明は 「安居院の一派、それも信西一家を本所と仰ぐ民間唱導団体の『平家』とのかかわり」（二三六頁） を指摘し、 〈四評釈〉 （一
―
三三頁） もこれを支持している。




ケルガ、有ル年、桜ノ名残ヲ惜ミテ 数ノ宝ヲ出シ 泰山府君ヲ祭リ給ヒ レバ 日来ハ一七日ニ散ケル花ガ 三七日マデ散ラザリケリ」（ 『和漢朗詠集古注釈集成』第二巻上
―
六九頁） 。そして、この桜町中
納言譚が、泰山府君、千秋万歳 並んで登場していること、読み本系の諸本が「吾身栄花」の中で『和漢朗詠集』や百詠、千字文などの幼学や注釈書を頻用していることなどから、 『平家物語』の桜町中納言譚が、この「朗詠注の題注における子の日の縁起といった」 「地平か













































































ことをあげる。次いで泰山府君・天照大神に祈り、桜の寿命を延ばしたことから、 「桜町中納言」 （ 〈蓬・静〉 「桜本中納言」 ）の勅を得たとする。記事構成を簡略に示すと次のようになる。諸本も対照してあげる。
＊諸本に記される順に、呼称とその由来を、 （由来）↓（呼称）として矢
印で示す。


































































山府君」のみを、 〈四・南・屋・覚〉は「天照大神」を挙げる。両者を並記するのは〈長・盛〉 。 「泰山府君 中国山東省の名山、泰山の東岳に祀られ、人間の生死 禍福を掌るという道教 神。その祭りは平安中期以降、鎌倉・室町時代にかけて盛行し 陰陽家による祭りの中でもとりわけ重視された」 （ 『平安時代史事典』下
―
一四五〇頁） 。黒























田が指摘す ように、朗詠注における子の日の縁起の解説を背景とするならば、 語り本系や〈長・盛〉が天照大神を登場させ のは何故か。御橋が指摘する『神皇実録』に、 「履中天皇御宇、神饒速日命六世孫大水神、献桜樹於天照太神御形霊。以来宮人等斎祭也」 （真福寺善本叢刊『伊勢神道集』三四八頁）とあるような事情が考えられようか。○千早振現神人ノカミタレバ花モ齢ハノビニケルカナ
　
この歌を載せ
るのは〈長・盛〉のみ。第二句「現 人」は〈近〉 「 人神」 （校異
16） 。 〈長〉 「あら人神」 （
1―
三四頁） 。 「現神」は「目に見える神。天





らひとがみ」と訓む可能性もあろう。なお、諸注は、この歌を次のように解する。 「天照大神は現人神の中でも最も神威ある であるからその御威光で桜の花の齢も延びたのだな」 （ 〈校注盛〉 一
―
四三頁） 、 「典
拠未審。天照大 は霊験あらたかな の 、桜の花 齢もこのように延びたのだなあ」 （ 『長門本平家物語 総合研究 　
第一巻校注篇













































＊川嶋将生 「中世京都の声聞師」 （ 『陰陽道叢書
2中世』 名著出版一九九三・





































































































3〈近〉 「たまふ」 、 〈蓬・静〉 「給ひ」 。
4〈近〉 「おはせしうへは」 、 〈蓬・静〉 「おはしゝうへ」 。
5〈蓬・静〉 「三は」 。
6〈近〉









8〈近〉 「おはしき」 、 〈蓬・静〉 「おはしましき」 。













11〈近〉 「なかれを」 、 〈蓬・静〉 「流
リウ
を」 。





「さんこうに」 、 〈蓬〉 「三后
キサキ
に」 、 〈静〉 「三后
コウ
に」 。
14〈近〉 「なそらふる」 、 〈蓬・静〉 「准
シユン
する」 。
15〈近〉 「給はて」 、 〈蓬・静〉 「給て」 。
16〈近〉 「お






























































年八月十一日条） 。なお 盛子による摂関家領伝領に しては、樋口の論考に詳しい。盛子の夫基実は、生没康治二年（一一四三）～永万二年（一一六六） 。関白太政大臣藤原忠通の嫡男で 母は中納言源












位。皇嘉門院の女房として出仕し、治部卿と呼ばれた。経信の琵琶を受け伝え、 「妙音院比巴師範也」 尊卑〉 （三
―
三八四頁）でもあっ













血脈を伝えるとするのは、治部卿局の名が同じ盛子であ こと（ 〈尊卑〉 ）と関わりがあろうか。あるいは、 『和琴血脈』 （続群書一九上
―
五一八頁）には、治部卿局の流れを継ぐものとして「白河北政所」すなわち盛子の名が記されてい 。この事と関わ があろうか。 　○流泉・啄木
　
琵琶の秘曲。 〈長〉はここで曲名の由来についての独














二四四頁） 。流泉、啄木が秘曲とされていたことに関連しては 鴨長明が正式な伝授を受けずに公開の席で流泉・啄木を演奏したのを、楽所預の藤原孝道が後鳥羽院に糾弾したため、彼が遁世し という『文机談』の逸話がある。 『教訓抄』八に、 「秘事者、 『石上流泉』 〈返風香弾



























































































































































































































































4〈近〉 「おはしき」 、 〈蓬〉 「御
マシ









7〈近〉 「もろこしの」 、 〈蓬・静〉 「原」 。
8〈近〉 「きんを」 、 〈蓬・静〉 「琴
キン
を」 。






























〈四・闘・延・南・屋・覚〉は、 「右兵衛督信頼卿息新侍従信親朝臣妻、後ニハ冷泉大納言隆房北方ニテ其モ御子アマタヲハシキ」 （ 〈延〉巻一―
三〇オ）のように簡略に記す。琴の名手であったことを伝えるのは
〈長・盛〉のみ。ただし、 初めの傍線部を記すのは〈延〉のみであり、他は、 〈四・闘〉 「冷泉大納言隆房卿御前」 、 〈長〉 「帥大納言隆季卿の子息、冷泉大納言隆房卿の御前にて」 （
1―




いて、 〈延全注釈〉は「信親は、平治の乱（平治元年＝一一五九）当時五歳だったが、既に清盛の婿となっていた。乱後、成長を待って、嘉応二年（一一七〇）に改めて流罪に処せられ （以上『兵範記』嘉応二年五月十六日条、 『平治物語』上、 『古事談』四参照） 」 （巻一
―
一八五頁）とする。角田文衛は、この女性が時子 娘で、建礼門院のすぐ下の同母妹であり、 「極端な政略結婚」として 三、四歳で信親の妻に配された」が、平治の乱の後破談となり、十五歳前後となった承安元年（一一七一）ころに冷泉 と再婚 承安二年（一一七二）


















17〈近〉 「人にしらると」 、 〈蓬〉 「被
ル
レ知シラ








20〈近〉 「なかめて」 、 〈蓬〉 「詠
エイ
して」 、 〈静〉 「詠して」 。














26〈近〉 「よの」 、 〈蓬・静〉 「代々の」 。底本の「代ヲ」
は、 「代ノ」の誤り。
27〈近〉 「たからもの」 、 〈蓬〉 「宝
タカラ
物モノ

























35〈近〉 「ことを」 、 〈蓬〉 「琴
キン
を」 、 〈静〉 「琴
コト
を」 。




























































氏物語』 「末摘花」にも「 「琴をぞなつかしき語 ひ人と思へる」と聞こゆれば、 「三つの友にて、いま一種やうたてあらむ と 新大系
1―
二〇五頁）のような一節がある。紫式部が白楽天の文人的精神を











き置いたのは誰なのか、あるいは前後の記事との繋がりが分かりづらいが、 〈長〉の記事は分かりやすい。 〈長〉 「御子あまたおはしましき。これはことの上手なり。 「随分管絃還自足、等閑篇詠被
二人知
一」と、

















れども、わろくもこれを調るに、情を養ふみちたりぬべし」を引 ように、④は①の、③は②の解説文と て記されていることが明らかとなる。それを〈盛〉の場合は、初めに独自異文 「昔唐ノ白居易ハ琴詩酒ノ三ヲ友トシテ、常ハ琴ヲ引テ心ヲ養ヒ給ケリ」の一文を挟み込んだため、次に管絃に関 る④の解説文を引き 以下③から、
Aへと















































ケレトモ、心中ニ面白コトハ、此ニ過タルハナシ。下句 等閑ハ、疎カナル心也。篇詠 詩賦聯句、打詠吟也。皆人、是ヲ翫フ也。是ハ、白居易ノ琴詩酒ノ三友トテ、琴ヲ引 詩ヲ作リ、酒ヲ呑ヲ、我カ友トスト云ヘリ。然ニ、管絃ハ、心中ニ感歎スト云ヘトモ、此ヲ芸ト思ハス。ケレトモ、 我カ心ニハ、 此ハ 思ヘリ。作文ハ、 等閑ニ思ヘ モ、人我ヲ文士トヲ ヘリ。故 人ニ知レタリ」 （同上 下
―
四三一頁） 、
『和漢朗詠集永済註』 「此詩、文集五十四ニアリ。上句ハ、分ニシタカヘハ、管絃ノミチモ、サテアリナムト云也。下句 ナヲサリノ クチスサミニ、ツクレル詩謌 人ニシラルヽホ ナリト云 リ」 （同上三
―
一八〇頁） 。 「朗詠注」の注解記事が、 〈長・盛〉の記事に完全
に一致するわけではないが、黒田が指摘するように ある朗詠注の反映と見て良かろう。なお、 『和漢朗詠集』 （旧大系）頭注では 「随分（なふさなふさ） 」について、 「唐代の俗語。張相の詩詞曲語辞匯釈に、随分は（
1）随便・随遇・随処・随意、 （
2）照様・照例・応景の意




には、当該の記事はなく、清盛は、四天王と数えられる琴弾きに、宝物の四張りの琴を引かせて、 「つねには聞給ひける 異な 瑞相もなかりき」 （
1―
五二～五三頁）とする。 〈盛〉の場合、 「大政入道ハ







しふ」 、 〈蓬・静〉 「唐琴（からこと） ・渋（しぶる） 」で 第三、第四の琴の名は確定しがたいが、 〈長〉には、 「秋風 鈴虫 唐琴、潺波」（
1―
三七頁） とある。 「潺」 は音を立てて水が流れるさまの意。 「潺」









































き、天稚御子が降臨したという逸話が次のように記され 。 「中将の君、心細うなり給て、いたく惜しみ給ふ笛の音を、やゝ残すことなふ吹澄まして、 『いなづま 光に行かむ天の原はるかに渡せ雲のかけはし』と音の限り吹き給ふは、げに月の都の人も、いかでか聞 驚かざらん。楽の声いとゞ近ふなりて 『紫の雲たなびく』と見ゆる 、天稚御子、角髪結ひて、言ひ知らずおかしげに、芳しき童姿にて、ふと降りゐ給に いとゆふのやうなる物を、中将の君にかけ と見 に…えも言はずおも ろく、空に向ひて誦じ給へる声 世の人の言種に『天人の天降り給へる』と言ひ聞えたる、今宵ぞ、 『まことなりけり』と、あさましく、珍 かに御覧じける。 はうち泣き給て、雲の輿にて昇らせ給ひぬる名残、 すべて現の事と思えずぞ、 御覧じける」（旧大系四五～四七頁） 。一方、 『源氏物語』には、 「若菜下」に、光源氏が琴の名手で、琴の論を語る中で 「この琴は まことに跡のまゝに尋ね取りたるむかしの人は、 天地をなびかし、 鬼神の心をやわら 、よろづの物の音 うちに従ひて、かなしび深きも もよろこびに変わり」 （新大系
3―
三四三頁）というように、琴の持つ力が語られたり


















































































































































































































1〈近〉 「このゑの」 、 〈蓬〉 「近
コン
衛エノ
」 、 〈静〉 「近
コ
ノ
エ衛」 。なお、 〈蓬・静〉は、 「近衛殿下」の右に、 「六条摂政御子」 、 「基通公」の右に「普賢寺殿」
と傍書。
2〈近〉 「うつくしくして」 、 蓬〉 「厳
ウツクシ
くして」 、 〈静〉 「厳
イツクシ
くして」 。 〈長〉 「いつくしくして」 （
1―
三七頁） 。















うのへん」 、 〈蓬〉 「頭
トウノ
弁ヘン





























































17〈近〉 「のき葉に」 、 〈蓬・静〉 「軒はに」 。
18〈近〉 「梅
むめ
」 、 〈蓬・静〉 「梅」 。








は、 「五ハ近衛入道殿下北政所ナリ」 （ 〈延〉三〇オ）のように簡略に記すのみ。ただし、 〈覚〉は「一人は、普賢寺殿の北の政所にならせ給ふ。一人は、冷泉大納言隆房卿の北方」 （上
―
一六頁）と、諸本と
は前後の順序が逆になっている。これらに対して、 〈長〉 記述は 〈盛〉に近い。 以下の注参照。 　
〇近衛殿下基通公
　
〈蓬・静〉 は 「近衛殿下」 「基
通公」に対して、それぞれ「六条摂政御子」 普賢寺殿 と傍書で注記する（校異
1参照） 。 〈四・延〉 「近衛入道殿下」 、 〈闘〉 「近衛入道殿







承元二年（一二〇八） 、従一位を辞し出家、法名行理、普賢寺殿と称された。なお、清盛が、摂関家と密接な関係を有することになる契機は、忠通の急死で後楯を失った 白基実 、平氏の権勢で補強しようとする藤原邦綱の働きかけにより成立した、長寛二年（一一六四）四月十日の清盛の女盛子と関白基実との結婚であった（ 「三 六条摂政基実公ノ北政所…」項参照） 。しかし、仁安元年（一一六六）に基実が二十四歳で急死したため、邦綱の献策により、荘園の大半は基通が成人するまで基実の後家盛子が継承し、事実上彼女の父で後見人である清盛に押領されるこ になっ （元木泰雄） 。そうした中 成立したのが、基通と清盛の女との結婚であった。角田文衛は 父基実の死が早かったことから、 清盛は基通の元服 嘉応二年〔一一七〇〕 ）を待て、すぐに女子を室に配したと推測する（一七二頁） 。 　
〇北政所
　
〈四〉 のみこれに続けて、 「月輪殿申是」とする。 その事情は不明だが、兼実と誤認したものであろう。基通室の生没年未詳。 『玉葉』寿永二年（一一八三）二月二十一日「従三位完子〈摂政室〉 」 、 『吉記』同日条「従三位 　
平朝臣完子」から名を完子と知られる。 『玉葉』安元三
































我物語』 ・ 『平家族伝抄』 ・ 『神道集』を含めて、いずれも衣通姫を、景行天皇の后とする（佐々木紀一②） 。こ ように 中世には和歌 神である玉津島明神としても信仰された 類例 挙げる。 「玉津島明神者、 応神 □ 、 衣通姫垂跡也。歌仙愛給 也云々」 （ 『類聚既験抄』真福寺善本叢刊「中世唱導資料集二」一二〇頁） 、 「若浦の玉津島に神社あり。尋ね聞けば、衣通姫のこの所をおもしろがり給ひて、神と現じて跡を垂れ給ふなりと云々」 （ 『袋草紙』新大系一五八頁） 、 「の玉津島の神となる、和歌の浦に執を めし故也」 （ 『宝物集』新大系三〇九頁） 。 〈盛〉にも、 「彼和歌浦ト申ハ、衣通姫ノ卜
レ居、山ノ岩松












よびまいらせ給ければ、よばれて又答給けるもやさしく、殿下、このよしを聞召れて、 歌道の事、 実否を知食れんがために、 北のまん所を、「そとをり姫」とよびまいらせ給へば、我名と心えて、 「お」とこたへおはしましたりければ…」 （
1―
三七頁）とあり、歌道と結びつけて














































六二八頁）とあるように、蔵人頭の一人は太政官の事務統括部門である弁官との兼帯 され、 大弁か中弁が兼ね、 近衛司方の頭中将に対し、
― 96 ―






は神祇歌としても、また「春日山」 「かすめる」 「のどけかりけり」から、春の叙景 詠む。 「春霞のかかった春日山の空に、春日明神の霊験を示す光りが穏やかに降り注いでいることだな 」の意。 　〇鷲山釈教
　
〈長〉 「鷲峰山釈教」 、第四句「雲間のこらず」 。 〈盛〉 「雲
モノコラズ」 の方がよい。 『後拾遺和歌集』 巻二十
―
一一九五 「寿量品」









源信作か否かは不詳である。自分の心に仏道を求める内容の類似した歌に、 『詞花和歌集』巻十・四一三・藤原忠通「よそになど仏 道をたづぬらんわが心こそしるべなりけれ」 （新大系三四九頁） がある。 「よもすがら」歌が源信作として平安後期から流通していたとすれば、忠通の歌もそれをふまえて詠じたものか。 〈長・盛〉もこの歌 改編して取り込んだ可能性もあろう。 　
〇旅立空秋無常
　
〈長〉 第一句 「草枕」 。




〈盛〉の場合、 「昔ノハナ」は、 〈校注盛〉のように、 「昔の花（故人） 」（四五頁）と解釈することになるが、この歌は、菅原道真「東風吹か










理なりとて、殿下斜ならず感じおぼしけるとかや」 （三八頁） とあり、衣通姫と称され のは、歌に巧みであったこと よることを、基通が納得するこ になる。
【引用研究文献】＊佐々木紀一①「桓武平氏正盛流系図補輯之彦栄」 （ 『人・ことば・文学』 〔菊地靖彦教授追悼論集〕鼎書房二〇〇二・
11）
































































































































































































































































































1〈近〉 「七てうのしゆりの大ふのふたかのきやうに」 、 〈蓬〉 「七條
テフシユリノタイフノフタカノキヤウ









やく」 、 〈蓬〉 「耀
カヽヤカス

















10〈近〉 「さかひは」 、 〈蓬〉 「栄
エイ
耀ヨウ








12〈近〉 「みめは」 、 〈蓬〉 「皃
カホカタチ
形は」 、 〈静〉 「皃
ミメカタチ
形は」 。
13〈近〉 「つはさ」 、 〈蓬〉 「翼
ツハサ






16〈近〉 「わつかに」 、 〈蓬・静〉 「くれに」 。
17〈蓬・静〉 「水を」 。
18〈近〉 「ごしら川のゐんへ」 、 〈蓬〉 「後
コ白河院
ヰン
へ」 、 〈静〉 「後
ゴシラカハノイン
白河院へ」 。
19〈近・静〉 「おはしける」 、 〈蓬〉 「おはしましける」 。
20〈近〉 「うせたまひけり」 、 〈蓬・静〉 「失給ニケリ」なし。
21〈近〉 「給はりて」 、 〈蓬・静〉
「給て」 。
22〈近〉 「とひの二郎」 、 〈蓬〉 「土
ト
ヒ















「たまはらんとて」 、 〈蓬・静〉 「給はらんとて」 。
29〈近〉 「をきけれは」 。








34〈近〉 「あはれみふかうして」 、 〈蓬〉 「あはれみふかくして」 、 〈静〉 「憐
アハレミ
ふかくして」 。





36〈近〉 「うつくしくして」 、 〈蓬・静〉 「いつくしくして」 。





















三位、承安元年（一一七一）修理大夫、治承三年（一一七九）十月に病により修理大夫を辞し、十 月には出家し数日後死去（ 〈補任〉 ） 。藤原道隆流にあたり、父は右京大夫信輔、祖父は中納言経忠（ 〈尊卑〉
1―
三二三頁） 。経忠・信輔・信隆はいずれも鳥羽院近臣グループを
構成する有力メンバーだった（橋本義彦四六～四七頁） 。道隆流は受領にして院近臣となり、富裕を極めた 族であった（美川圭一一 ～一一六頁） 。 「その出世の最後は」 「多くは非参議・従三位」 どまりであった一方で、院庁では 非常に大きな比重を占めていた」という。院政期において、受領の造宮や造寺造仏による成功の事例を見る 、播磨守と伊予守が群を抜い 多い（橋本義彦一八～一九頁） 。播磨・伊予等の受領を歴任した院近臣は、非参議従 となって公卿に昇進していた。この権威は十二世紀後半に 崩壊してゆくが、信隆も伊予守を最終官職として公卿に昇進した一人であった（元木泰雄①一五八～一六〇頁） ようなこともあって、祖父経忠の女子は、鳥羽院寵臣で平家との縁も深かった藤原家成（本全釈三「中御門中納言家成卿」項（五頁）参照）の室と り、 その子に成親を儲け いる（ 〈尊卑〉
1―
三二九頁） 。したがって信隆は家成の妻の甥に当たり、清盛が娘




前だったとしたら、一一五〇年頃の生まれとなるが、その一一五〇年には、成範と婚約し、のち兼雅に嫁した清盛の娘が生まれている（ 「清盛息女」 の注解 「一ハ本ハ桜町中納言成範卿ノ相具シ給シ程ニ」 参照） 。清盛の子 の中では年長であったと考えられよう。こ ことからも明らかなように、 『平家物語』は 清盛息女の栄華記事を、必ずしも誕生の順で記しているわけではないようである。ここまでの注でも述べたように、成範北の方から基通北政所までの、いずれも時子腹と思われる五人が、ほぼ年齢順に記されていることを考えるな ば、まず正室であ 時子所生の娘を優先し、ついで側室腹の娘を年齢順 記とみられる。なお、信隆の北 方 ついて 、 〈延〉巻十二で、大原へ御幸した後白河法皇 「誰事問マヒラスル人ニテ候ゾ」との問に建礼門院が「信隆ノ北方計ゾ折々ニ随テ、思ワスルヽ事モナク、常々ハヲトヅレ来候」と答えている（六一ウ） 。 〈盛〉 も 信隆・々房ノ北方ノ計 シテコソ、角テモ候ヘ」 （
6―
四九〇頁）と答えていて、





ひ、花よりもいつくしく、玉のかんざ て 月のすがた、あたりもかゝやくばか なり」 （
1―
三九頁） 。前半は『和漢朗詠集』下「王昭










一ト」 （ 「言泉集」 『安










こと、人にも劣り給はず。絵かき、花もむすびたまひけり」 。女性の持つべき才芸を、信隆の北の方は 総て兼ね備えていたことを記すことになる。 「 （あきみち ） みめかたち、 よにならびなきほどの、ねうばう り こと 、琴、びわ、または 絵 き、花をむすび、ことさら、ものをよくかきて 哥をよむ事 ぐひなし。いづれも、よろづ、たつしや 人なり」 『あきみち』室町時代物語大成
1―
三七一








































で、徳大寺実定が大将昇進の祈願のために厳島へ参詣する場面でも描かれる。 「安芸厳島ヘ御参詣アリテ、 穂ニ出テ此事ヲ祈申サセ給ベシ。彼神明ヲバ平家深奉崇テ、其社ニ内侍ト云者ヲ居ラレタリ。彼内侍共毎年一度ハ上洛シテ、入道ノ見参ニ入ト承レバ」 （
1―
一五二～





















娟両鬢秋蝉翼、 宛転双蛾遠山色」 （旧大系二三二頁 に拠る。出典の 『白氏文集』 「井底引銀瓶 　
止淫奔也」は、淫らな自由結婚を批判する詩
だが、その一節を引く〈長・盛〉 には、 『和漢朗詠集』 の場合と同様に、そうした批判精神を読み取ることはできないであろう。この一節は、美人の形容の常套句として多用される。 〈延〉 「 （直実が首を掻こうとした敦盛は）十五六計ナル若人ノ色白ミメウツクシクシテ、薄気装シテ、カネ黒也。鮮娟タル両髪ハ秋ノ蝉ノ羽ヲ並ベ、宛転タル双峨ハ遠山ノ色ニマガヘリナムド云モ、カクヤト覚テ哀也」 （巻九
―
七二ウ） 。























秋の夜の月、水上の蓮の花 美人に譬える。 『和漢朗詠集』の形により近い は〈盛〉 。 〈長〉には、改変の手が加えられていよう なお、〈盛〉の〈底〉 「ハツカニ」 ・ 〈蓬・静〉 「くれに」は、 〈近〉 「わつかに」がよい。校異














ノ后ニテゾ御座ケル」を除いて〈長〉にもなし。 「十八ノ年」と年齢を示すのは、他に〈延・南〉 。清盛がこの女子を後白河院へ参らせたことは、諸本ともに、高倉院崩御の記事の後にも触れる。 〈盛〉巻二十五「入道進乙女」では、治承五年（一一八一）のこととして、 「太政入道ハ、コノ程痛ク情ナク振舞シ事、悪カリケリト思給ケルニヤ、正月廿七日ニ 安芸 厳島ノ内侍ガ腹ニ儲タリケル第七ノ乙娘 今年十八ニ成給ケルヲ、法皇ノ御所ヘ進セラレケリ 上﨟女房アマタ選レテ候給ヒケル中ニ、鳥飼中納言伊実卿ノ御娘モ 座ケリ。大宮殿トゾ申ケル。高倉院隠レサセ給テ今日ハ二七日ニコソ成ケレ、御歎ノ最中也。イツシカ懸ベシ共覚ズ。公卿殿上人供奉シテ、偏ニ女御入内ノ様也。是ニツケテモ法皇ハ、コハ何事ゾト御冷ク思召レケ バ、後ニハ中々伊実卿ノ御娘大宮殿ゾ御気色 ヨカリケル」 （
4―
五八～五九
頁） 。 〈延〉巻六「大政入道ノ娘院ヘ参ラスル事」では、 「廿七日 大政入道ノ乙娘ノ安芸厳島ノ内侍ガ娘ニ、十七ニ成給 ヲ 院ヘ進セ給テ…」 （二五オ）と、十七の時としていて、前に「十八 年」としていたのと齟齬する。この婚姻は、治承三年の政変以来 清盛と後白河法皇の仲が険悪化しており、高倉天皇の亡き後、改めて法皇と婚姻関係を強化しよう 計ったものとされるが 元木泰雄②は 「清盛はこの女子の入侍を機に、院御所に平氏側の人間を送り込んだり、頻繁
― 90 ―





























































の七女は、 「後ニハ女御代ニテ、 東ノ御方トゾ申ケル」 （巻六
―
二五ウ）














名の別人と考えられることが指摘されている （青木三郎・佐々木紀一） 。〈盛〉巻二十六「御所侍酒盛」に、 「主馬入道盛国ガ子ニ越中前司盛俊行向テ」 （
4―
九五頁）とあり、 『愚管抄』巻五にも「成親ノ大納言ヲ





国の子供で、治承三年一一月頃には「入道前太政大臣家」の政所別当を勤める有力な家人だった（ 『平安遺文』三八九一号） 」 （高橋昌明二四五頁） 。 『平家物語』諸本では、父盛国は、多田行綱が藤原成親らの鹿ヶ谷での謀議を清盛に密告する場面での応対や、その後重盛に事態の急変を報告に走る場面で活躍する。さらに『吾妻鏡』治承五年（一一八一）閏二月四日条には、 「戌刻、入道平相国薨。 〈九条河原口盛国家〉 」とあり、 清盛は盛国邸で薨じたと れる。また子の盛俊は、墨俣川合戦や木曽追討で活躍す が、一ノ谷合戦で猪俣則綱に討たれる。前掲『愚管抄』にもあるごとく大 知られていたよう あり、『玉葉』寿永二年六月五日条にも「盛俊、景家 忠経等〈已上三人、彼家第一之勇士等也〉 」とある他、則綱と組み合う場面では、平家諸本とも「越中前司は二三十人が力わざをするよし人目には見えけれども、内々は六七十人してあげをろす舟を、唯一人しておしあげ、をしおろす程の大力なり」 （ 〈覚 下
―
一六八頁）というような強力の逸話





に功を挙げた。この実平と平家との結びつきは、実平が大番衆として在京していた時に遡ると考えられる。例 ば、 〈延〉によ ば、実平
― 88 ―
は大番衆の時に、囚人の土佐房昌俊の預かり人となっているし、鹿谷事件の折も、捕らえられた近江入道蓮浄 常陸への護送担当者の役を担っている。平氏権力のもとでの実平の在京活動の一端を示す記事だろう（川合康五一頁） 。また、一谷合戦後の平氏追討使として、実平は景時と共に任命され、山陰・山陽地方の武士等を動員する役を担ていた（宮田敬三） 。なお 母の内侍が、後に実平室となったこと記すのは〈盛〉のみ。これに関わる資料・伝承は未詳。 　
〇八ハ…
　
以下、常葉の女子のこと、 〈四・闘・延 南・屋・覚〉は、 「此外九条院雑士常葉ガ腹ニ一人御シキ。花山院ノ左大臣ノ御許ニ御台盤所ノ親クヲハスレバトテ、上﨟女房ニテ廊御方ト申ケルトカヤ」 （ 〈延〉三〇オ）のように、 母が常葉である 花山院左大臣兼雅の女房となり廊の御方と呼ばれたことを簡略に記すのみ。ただし〈南〉は続けて、「是ハ九郎判官義経ト一腹ノ兄弟也」 （上
―
二三頁）とする。これらに





子」は諸本の「雑仕（司） 」が正しい。 「常葉」 表記は、 〈四・闘・延・南・覚〉同（但し、 〈南〉 「常禁
葉
」 ） 、 〈長〉 「ときは」 、 〈屋〉 「常盤」 。


























不明確な書き方、 〈南・覚〉 は、 是は花山院殿に上﨟女房にて」 （ 〈覚〉一六頁）と、台盤所 ことに触れない。 　
〇上﨟女房ニテ御坐ケリ
　

















の御方」 （一五右） 、 〈南〉 「﨟ノ御方」 （上
―


































合の「異本」とは、ほぼ同文の〈長〉を指すとも考えられるが、 〈盛〉中の別記文形式で記される異本異説記事（二十七項目）と〈延・長〉との関係を調査した日比野和子によれば、 〈延〉と類似した記事が見られるもの九項目、 そのうちで深 関係を持つと見ら る 七項目、〈長〉と類似した記事が見られるもの十三項目、そのうちで深い関係を持つと見られるものは十項目である（二二六～二二八頁） 。なお、有房は、源師行の男 有房か。 〈尊卑〉 （
3―
四九〇頁）に、有房の子
「有通」の母は、清盛の女とも、忠盛の女ともするが、有房は、天承元年（一一三一）頃の生まれか、とすれば、その時、清盛は十四歳、忠盛は三十六歳なので、有通 母は忠盛 女であろう（井上宗雄四四八頁） 。また、有房の極官は、正四位下 左中将 『近衛府補任』
― 86 ―





































































＊小林太市郎『大和絵史論』 「平家納経考証」 （全 書房一九四六・
11）





















































































































































義彦の研究によれば、知行国とは、貴族などにある国を指定して、俸料その他国守の得分を得させる制度である。多くの場合その貴族は知行国主となり、子弟や家人のうち位階が適当なも を国守に任命することになる。少なくとも院政期ま は表向きの制度にはなっていない。それに対し、院宮分国は院 女院に与えられた国で、 〈補任〉などに「院分」と表記される公的制度である。国守の俸料その他 得分とする知行国に対し、院宮分 の場合は本来朝廷に納付されるべき公納物を得させるものであり 質的に異なっている。それゆえ、院宮分国でありながら別の人物の知行国という場合 存在し、例 ば元永三年の因幡国は白河院の分国でありながら、藤原宗通の知行国となっいる。しかし、一方では も知行国も、夫々所領化 道を歩む過










ないが 時期を広く取ればそ ほど事実からかけ離れたものではないという（ 〈延全注釈〉巻
―
一八七～一八八頁） 。平家の知行国の























































































6〈近〉 「もてあそびもの」 、 〈蓬・静〉 「翫
モテアソヒ
物」 。
7〈近〉 「くはうしつに」 、 〈蓬〉
「皇
クワウシツ




8〈近〉 「わうくわに」 、 〈蓬〉 「皇
クワウクワ




9〈近〉 「かろんずる」 、 〈蓬・静〉 「かろくする」 。
10〈蓬〉 「に」
なし。




13〈蓬〉 うばひて」 、 〈蓬〉 奪
ウハイ
























五一三頁に同記事あり） 、 『愚管抄』 「平家知行所領カ
キタテヽ、没官ノ所ト名付テ五百余所サナガラツカハサル」 （旧大系二六八頁）に確認できる（上横手雅敬二一九頁、松井茂四〇頁） 。そうした平家の没官所領の数がここに反映されているのであろう。 　〇綺羅充満シテ堂上花ノ如ク、軒騎群集シテ門前成市
　
「堂上花ノ





















美濃部重克は、前者の直幹の申文を引用することにより、大夫の地位に至った者が莫大な富を得るよ に、日本 半国を支配す 平家の莫大な富を暗示させるとし、後者の源順の「河原院賦」が、今は昔日の俤もない荒涼とした寺院 なっている河原院を慨嘆する賦であるよう








「荊岫」 を 〈四・南・屋・覚〉 「荊州」 、 「蜀江之錦」 を 〈闘〉 「羅


















三一〇頁） 、 『太平記』 巻三十九 「橋板ニ太唐氈・呉郡ノ綾・蜀江ノ錦、 色々ニ布展ベタレバ」 （旧大系三
―
四四四頁）などの例がある。こうした
表現は、単なる美辞麗句ではなく、清盛の宋貿易への心酔ぶり 、その恐るべき富力とを示すもの あろう（ 〈全注釈〉上
―
八六頁。高橋




























ニ君朝 並、富又皇室ニ過タリト」は、〈盛〉の独自異文。 「君朝」「皇室」の用例は、 〈盛〉ではここのみ。 〈延〉 「帝闕モ仙洞モ、争カ是ニハ過ベキト、目出ゾ見エシ」 （巻一
―















































































＊美濃部重克 『平家物語』序章考」 （南山国文一〇、 一九八六・
3）
































代ノ」とするのは〈盛〉のみ。 〈延〉 「何ナラム末ノ代マデモ何事カアルベキト、目出ゾ見エシ」 （三一オ） 。
― 81 ―
